
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年明けましておめでとうございます。本年も宜し

くお願い致します。 

日頃より私の政治活動に対し、ご理解並びに温かい

ご支援を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、一昨年 10 月から昨年 8月まで経済産業大臣政

務官並びに復興大臣政務官を拝命し、安倍内閣の一員

として、東奔西走の毎日を過ごしてまいりました。 

着任中は身の引き締まる思いで公務にあたり、藤沢市における自動運転

による無人タクシーの実証実験や、それに伴う同技術の向上、そして福島

の復興等に全力で取り組んでまいりました。 

現在は国会運営の中心的部分である予算委員会委員と国会対策委員会

委員、並びに我が国にとって最重要のテーマである憲法改正を審議する憲

法審査会委員という非常に重い職務を担っております。 

これからも皆様が将来に希望を持ち、明るく安心して暮らせる「古き良

き日本」を取り戻すために粉骨砕身努力してまいりますので、本年も変わ

らぬご理解ご支援を賜りますよう、切にお願い申し上げます。 

本年が皆様にとっ

て良い年となること

を心よりお祈り申し

上げます。  

平成 29年 1月元旦 

衆議院議員 

星野 つよし 



 

先の国会で、国民年金法改正案が自民・公明・日本維新の会などの賛成多数により可決、成立されました。

同法案に対し民進党などは「年金カット法案だ！」と声高に叫び、まさに野党お得意の「レッテル貼り」に

終始しました。 

今回の法改正は年金カットではなく、むしろ年金制度を維持するために必要な改正です。現在わが国は総

人口 1 億 2600 万人に対し、年金を受け取っている方々は 6 千万人。少子高齢化が益々進む中、年金制度は

50 年後も 100 年後も維持されなければなりません。そのための「安全装置」が今回の年金法改正なのです。

つまり「わが国の実質賃金が 10 年後 2％下がった（上がった）場合、年金制度を維持するために年金も並

行して 2％下げます（上げます）。」というように、年金額を上下させるための前提条件がちゃんと付けられ

ており、何も年金を絶対に下げるという法改正ではありません。 

実際、10 年後の経済状態は誰にも判りません。しかし、今の経済状況を見る限りでは、アベノミクス効

果で実質賃金は年々上昇しており、有効求人倍率も 1.4 倍程度になっているため、実質賃金が下がることは

考えられません。従って、年金がカットされる状態にはないと判断されます（もっとも将来民進党政権が誕

生した場合は、民主党政権時のように著しく経済状況が悪化する恐れはあります）。 

年金制度とは「世代間の助け合いのリレー」と私は考えています。民進党のデマに惑わされず、子供の世

代、孫の世代と子々孫々まで年金制度が続くようにするための法改正であったと正しい理解を深めて頂け

ますよう、お願い致します。 
 

  

 

具体的には、以下の二法を改正しました。 

「年金は下がりません！」 



 

 


